
 

♪あるこ~あるこ~って行けない 

でしょう。これからどうしたら 

いいの？エ～ン！！！(>_<) 

私が泣いていたら、Ｙ田先生が 

来てくれて教室の外でみさきちゃん 

をいっしょに待ってようって！ 

なんだかやさしそうな先生なの。頼りに

なりそう。いつも私の側にいてくれるみ

たい。 

 そして、みさきちゃんが来たよ！わた

しうれしくて、ピョンピョン飛びたい気

分だった。 

お母さんがいった通り、みんなにおめで

とうって言ってもらって、もののけ姫の

お歌を聞かせてもらって、わたしとって

もたのしかった。 

おかあさん！わたし、いい子だった？ 

YUKIKO の心のつぶやき 
４月７日（水） 
今日は、お母さんと小学校へ行きまし

た。何日も前からお母さんは私の顔を見

るたびに｢みさきちゃんと、手をつない

で、あるこ~あるこ~のお歌で、みんな

の[おめでとう]の中を歩くんだよ！｣ 

って、うるさいほど言うの。もう覚えち

ゃったよ！他にもたくさん覚えさせら

れちゃって、小学生になるって本当に大

変みたい。でもね、教室に行ったらみさ

きちゃんがいないの。ずっと待っていて

も、他のお友達はたくさん来たのにみさ

きちゃんが来ないの…･。お母さんに[み

さきちゃんは？]って何度も合図したけ

れど、｢もうすぐ来るからね｣と言いなが

ら、お母さんのほうがドキドキしている

みたい。なんだかたまらなくなちゃって

……私とうとう泣いちゃった。だって、

みさきちゃんと手をつながなくちゃ… 
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Ｏ上先生さようなら！ 
由紀子にとって保育園のお母さんだったＯ上先生が３月２８

日長崎へと転勤して行かれました。先生との出会いは由紀子が

自閉症というハンディを背負う代わりに神様が与えてくださ

ったような幸運な出会いでした。何もしつけられなかった私に

代わって身辺の自立は全て先生のおかげです。由紀子の先生へ

の信頼は絶対的なものでした。Ｏ上先生の添い寝でなければ昼

寝もしなかった由紀子です。先生！本当にありがとうございま

した。  でも、先生はずるい！！！ 

出発の朝、船の出航１０分前まで波止場に現れないのですもの 

卒園式でも涙を見せなかった先生。泣かないための作戦だった

のでしょうか？ 

でも、私知っています。お別れの前の日に由紀子がいいました。 

「おのうえせんせい、なきむし」と……。 

きっと先生は園児とのお別れでは……。 

先生！お世話になりました。これからも由紀子とがんばって 

いきます。 
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担
任
は
Ｙ
田
先
生
で
、
四
年
生
の
明
日
香
さ
ん
と
い
う
お
ね
え
さ
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と
い
っ
し
ょ
で
す
。 

当
日
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先
生
方
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配
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て
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入
学
式
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場
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時
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も
の
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コ
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て
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み
ん
な
と
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後
ま
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加
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き
ま
し
た
。
い
つ
も
は
泣
き
虫
の
お
母
さ
ん
も
、
こ
の
日
は
、
あ
ま
り
に
心
配
で
涙
も
出
ま
せ
ん
で 

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ニ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
を
大
切
に
し
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
。 

Ｏ上先生とお別れしてから由紀子は先生の名前

をぜったい口にしませんでした。 

ところが、先日鏡の前で遊んでいた由紀子が 

「鏡よ鏡！この世で１番綺麗なのはだ～れ？  

それはＯ上先生で～す。」 

つい言ってしまったいつものセリフ！その後、

沈黙した由紀子の背中から ｢Ｏ上先生！いな

い！！｣ の声が聞こえた気がしました 。 

編集後記 
 保育園を卒園して、小学生になる。 
普通ならばとてもうれしくて心待ちにする

のでしょうが、私にとってこの節目は不安が

先に立ってとても楽しみとはほど遠いもの

でした。でも、春休みになって登校の練習を

兼ねて小学校へ何度も由紀子と手をつない

で歩くうちに｢小学校、一年生！｣と楽しそう

に校庭を走る由紀子の姿に、この子の中には

もう次の世界が開けようとしていることを

感じました。 
最近、私の心を打った言葉に｢障害児の知

性と感性は別物｣という物がありました。 
由紀子の生活を見ているとまさにそのと

おりだと思います。知性はなかなか育ててや

る事はできませんが、この子の感性は私にも

育ててやれるかもしれない。そんな思いで、

由紀子と新しい生活のスタートを切りまし

た。この通信の中で由紀子の感性をお伝えで

きれば…と思っています。     tomi 

だと思う！ 


